
（別紙３）

～ 令和7年　3月　1日

（対象者数） 28名 （回答者数） 17名

～ 令和7年　2月　15日

（対象者数） 8名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・わかりずらかったり見づらいときにはそ

の都度、改善していきます。

2

・今後さらなる活動内容の充実化、イベン

ト等の考案をしていきます。

3

・幅広い年齢のお友達が関われる機会を今

以上に活用して良い関係性作りを行ってい

きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・個別での対応や、グループ分けをしてい

き、各学年に近い課題アプローチを行って

います。

2

・地域の体育館や室内で活動出来る場所を

確認していき、活動の充実化を行っていき

ます。

3

・地域のイベントへの積極的な参加。ま

た、事業所発信でイベントを行い地域の

方々や子どもたちと関わりを持てるように

していきます。

・縦割りの活動スケジュールを子どもたち

が見やすくしています。

・その日の活動内容をホワイトボードに貼

り、子どもたちが見て分かりやすいように

しています。

・活動内容を週によってまた、長期休み等

によって変更をしています。

・活動内容が固定化しないように工してい

ます。

・幅広い年齢の子どもたちとの関わりが出

来ます。

・小学生～高校生のお友達がおりますの

で、幅広い年齢の子どもたちとの関わりが

出来ます。

・地域の方々、子どもたちとの関わり。 ・今現在では地域の方々や、地域の子ども

たちとの関わりが少し薄いので、見直して

いきます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・各年齢層への課題アプローチ。 ・幅広い学年のお友達が来てくれているの

で、各学年への課題アプローチが少し難し

いです。

・長時間の室内活動の充実化。 ・雨の日等の長時間の室内活動における内

容を見直していきます。

令和7年　2月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスあそび場・まなび場

○保護者評価実施期間
令和7年　2月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


